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文化マネジメントコース
　スペイン人画家ルイス・メレンデス（Luis Melendez 1716-
1780）はボデゴン（Bodegon: スペイン語文化圏で「静物画」を意
味する）を代表する静物画家のひとりである。彼の作品の多くは暗
い背景にいくつかの静物が配置されているもので知られる。「正確な
素描とほとんど細部に至る執拗なまでの完璧さをそなえ 」「構成はモ
ニュメンタルで驚くべき正確さ 」を示す、と評価され、今もなお高
い賞賛をうける。
　1992 年に日本で開催された『スペイン・リアリズムの美：静物
画の世界』展では、彼の作品の中から３点《林檎、梨、菓子箱、壺》（Still 
life with Apples, pears, Honey Pots, and Boxes of Sweets）1759
年、《鯛とオレンジ》（Still Life with Sea Dreames and Oranges）
1772年、《果物》（Still Life）1760年代末頃、出品された。それら
は彼の作風を代表する荘厳で正確に秩序だてられた作品であり、ス
ペイン・リアリズムを浮き彫りにする作品のひとつとして重要な役
わりを果たしている。
　しかし、彼の作品にみられる、「現実を超越した生々しさ」、そし
て「リアリズムを追及するが故にグロテスクの域に至った」表現、 こ
の画家の特徴のすべてはスペイン・リアリズムの中で述べることが
できるだろうか。
　本稿では「グロテスクなまでに過剰なリアリズム」という見地か
らメレンデスの作品を捉え、この画家を従来の受容とはまた別に新
しい文脈の中に位置づける。18世紀スペイン周辺の静物画にみられ
る傾向としてのリアリズムから抜け出し、シュルレアリスム、スー
パー・リアリズムなどに代表される近現代のリアリズム表現に至る
系譜のなかに改めて位置づけることによって、メレンデスのリアリ
ズム表現が見る者に与える効果を明確にしていく。
　現代に生きる私が、18世紀スペインで描かれた彼の作品から「恐
怖にも似た居心地の悪さ」を感じてしまうのはなぜなのか、この感
覚はいったいどこからくるのか。われわれが作品をどのように見る
のか、何を感じるのか、という享受の面に重点を置いて考察するこ
とによりこれを解明し、メレンデスの現代的意義を付加することが
本稿の目的である。
　これまで評価を受けてきたように、素晴らしい技術でもって描か
れたメレンデスの作品からは共通して「美」を感じることができる
だろう。しかし「正確な素描」や「完璧な幾何学形態」など技術面でもっ
て作品の美しさを語ることはできるけれども、彼の作品にみる美し
く私たちを惹きつけるのは画面の構成やモティーフである静物その
ものではなく、メレンデスのそれらモティーフに対する情熱的な眼
差しではないだろうか。
　初期から晩年までの静物画を順番に眺めていくと、最初のころは
自らの腕前を誇示する対象でしかなかった果実などの静物ではあっ
たが、メレンデスがだんだんとそのモティーフの質感、形態の虜に
なっていった様子を思わせる。人間が扱う食材として、描かれる対
象物として静かに佇んでいた果実や野菜、パンは、1770 年以降の
作品にみられるものではそれ以上の魅力を備えだす。第二章ではメ
レンデスの作品の中からいくつか取り上げ、画家のモティーフに対
する情熱的な眼差しを提示する。
　「すでに知られている彼の作品の中でも最も早い時期のもの」で
ある《林檎、梨、菓子箱、壺》1759 年、やその少し後の作品《林
檎、洋梨、チーズ、水差し、壺、ハコ》（Still Life with Apples and 
Pears, Cheese, Jug, Boxes, and Cask）1760-1765 年 頃（ 図
版１）、《カリフラワー、魚、卵、リーキの入った籠》（Still life with 
Cauliﬂ ower and Basket of Fish, Eggs, and Leeks）1770年（図版２）
は実に写実的に描かれており、人間が支配することができる食糧そ
のものである。
　しかし 1771 年の「風景の中の静物」の一連の作品《風景の中の
西瓜と林檎》(Still life with Watermelons and Apples)1771年（図
図版1：《林檎、洋梨、チーズ、水差し、壺、
ハコ》（Still Life with Apples and Pears, 
Cheese, Jug, Boxes, and Cask）1760-
1765頃／油彩、カンヴァス／35×48㎝
／プラド美術館、マドリッド
図版2：《カリフラワー、魚、卵、リーキの
入った籠》（Still life with Cauliﬂ ower and 
Basket of Fish, Eggs, and Leeks）1770
年／油彩、カンヴァス／ 49× 36㎝／個
人蔵
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版 3）、《風景の中の柘榴、林檎、アセロラ、葡萄》1771年、これら
は風景と静物の組み合わせの点においてすでに現実世界ではないこ
とはあきらかで他のメレンデスの静物画とは際立ってはいる。それ
でもそのこととは別に、切り開かれた果物から滴り落ちる水滴は明
らかに写実の範囲を超えている。その翌年に描かれた《ボデゴン：鮭、
レモン、3つの道具》(Salmon, Lemon, and Three Vessels) 1772
年（図版4）では暗い背景に数点の静物という構図にたちもどり、水
分が滴り落ちる鮭の、明らかに非写実な描写がより際立っている。
　そしてその後の作品からは、ぼこぼこと不格好な形態をしたトマ
トや、ごつごつと膨らんだパン、でこぼこした表面を持つきゅうり
など、複雑に奇形であるモティーフの選択が目立つ。（図版5）
 
　執拗なまでの細密描写を追及し続けた結果、対象のもつ形態や質
感にとりつかれる。複雑な形の静物は自らの力量を発揮するのに最
適なモティーフであったではあろうが、それ以上に、それら奇異な
ものへの強い興味関心が完成された作品ににじみ出ている。
　スペインには 17世紀に独自の精神からなるリアリズムが確立さ
れ、拡張されたリアリズム表現という点からメレンデスもスペイン・
リアリズムを継承している。それに加えメレンデスの作品を享受し
た時に受ける感覚を明らかにするために、第三章では、他のリアリ
ズム表現の中に位置づけることでメレンデスのリアリズムの追求の
姿勢、リアリズム表現が生む効果を明らかにしていく。
　ここではとりわけ、とりあげられるモティーフはなじみ深く親し
みやすいものまたは日常生活であり、現実を細密に再現描写してい
る点を共通点としてシュルレアリスム、フォト・リアリズムを中心
とした20世紀ニュー・リアリズム、そして現代のロン・ミュエック
を取り上げた。これらをヒントに、「グロテスクに至る過剰なリアリ
ズム」の構造を検証していく。
　さらに第四章では、これまでの「美」という評価に加えて、彼の
作品にみられる「グロテスク」な側面を明らかにしていく。第三章
で検証したメレンデスの作品の過剰なリアリズム表現の構造はグロ
テスクな構造と定義され、その表現の効果は、グロテスクなものか
ら由来するものだろうか、検証する。
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図 版 3：《 風 景 の 中 の 西
瓜 と 林 檎 》（Still Life with 
Watermelons and Apples）
1771年／油彩、カンヴァス／
62×84㎝／プラド美術館、マ
ドリッド
図 版 4：《 サ ー モ ン、 レ モ
ン、３つの道具》（Salmon, 
Lemon, and Three Vessels）
1772 年／油彩、カンヴァス
／42×64㎝／プラド美術館、
マドリッド
図版 5：《トマト、ナスとタ
マネギの入ったボウル》（Still 
Life with Tomatoes, a bowl 
of Aubergines, and Onions）
1771-1774 年／油彩、カン
ヴァス／ 37× 49㎝／プラド
美術館、マドリッド
